
伝想茶屋がリニューアルオープン
抹 茶スイーツでおもてなし

国際交流フェスタ2018
世 界の人と心をつなぐ

　２月２２日、伝想茶屋（歴史公園内）が「抹茶ラボ西
尾伝想茶屋店」としてリニューアルオープンしました。
ＮＰＯ法人西尾幡豆まちづくり観光プロモーションが
運営し、「西尾の抹茶」など西尾の特産品を使ったオリ
ジナルメニューを提供しています。オープン当日は早
春の心地よい陽気に恵まれ、家族連れなど多くの方が
来店。古民家風の店内と、隣接する尚古荘の美しい庭
園を楽しみながら、抹茶をたっぷり使ったジェラート
やパフェなどを味わっていました。

　日本人と外国人が互いの文化に触れ、理解を深める
「国際交流フェスタ２０１８」 が３月４日、総合福祉セン
ターで行われました。市国際交流協会が主催するイベ
ントで、国際交流団体の活動報告をはじめ体験コーナ
ーやパネル展示など多彩な企画が催されました。世界
のお茶を飲み比べるコーナーでは、トウモロコシ茶や
マテ茶など１０か国１１種類のドリンクが振る舞われ、来
場者はそれぞれの特徴を楽しみながら、じっくりと味
わっていました。

中央ふれあいセンターで２月25日、すくすく赤ちゃ
んパパ講座「ベビーマッサージ」が行われました。参
加者は、始めに音楽に合わせて赤ちゃんの手や足を動
かしたり、さすったりしてスキンシップを取りました。
次にベビーオイルを使ったマッサージに挑戦。赤ちゃ
んの服を脱がせた後、講師の説明を受けながら少量の
オイルを体全体に優しく塗ると、赤ちゃんは血行が良
くなり、ポカポカしてきたせいか、ニコニコし、気持
ちよさそうにしていました。

すくすく赤ちゃんパパ講座「ベビーマッサージ」
新 米パパが赤ちゃんとスキンシップ

文化遺産！　発見ウォーク
古 代ロマンに思いをはせる

　「文化遺産！　発見ウォーク」が３月４日、吉良町
の乙川・宮崎地区で行われました。市内の知られざる
文化遺産の面白さを体感してもらおうと企画された今
回のウオーキング。参加者は塩田体験館や正法寺古墳、
幡
は
頭
ず

神社などを巡り、心地よい汗を流しました。「正
法寺古墳の被葬者は、三河湾や伊勢湾の海上交通をつ
かさどった人物だと考えられ、古来この地域は海上交
通の要所であった」という市学芸員の説明に耳を傾け、
眼下に広がる三河湾を眺めながら、郷土の歴史に思い
をはせていました。
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２月１８日、吉良図書館で第五回尾﨑士郎賞の表彰式
が行われました。「尾﨑士郎賞」は、吉良町出身の作家
・尾﨑士郎の没後５０周年を記念して創設された作文と
エッセイの賞。全国から４,８５２点の作品が寄せられ、最
優秀賞に佐々木晋さん（北海道恵庭市）の「ロームシ
ャの孫と曾孫を愛す」が、優秀賞に感王寺美智子さん
（熊本県阿蘇市）の「前むけ前」が選ばれました。審
査員からは「子どもから大人まで作文をしっかり読ん
で評価してもらえる賞は全国でも少ない。選ばれたこ
とに自信を持ってほしい」と、受賞者にエールが送ら
れました。

鳥羽の火祭り
燃 え盛る炎に挑む勇姿に歓声

第五回尾﨑士郎賞表彰式
尾 﨑士郎の想いを受け継いで

西尾市防災フォーラム
地 震は準備できる災害

西尾幼稚園　卒園茶会
日 頃の感謝を込めておもてなし

　２月２５日、西尾市防災フォーラムが文化会館で開催
されました。地震体験車コーナーや防災クイズラリー、
津波のＶＲ体験など親子で楽しめるイベントが行われ、
２００人を超える参加者でにぎわいました。講演会「大地
震！　その時、子どものいのちを守るために　今、パ
パママができること」では、講師のかもんまゆ氏が「地
震は準備できる災害。家具の固定や非常食の備蓄など、
自分の命を守り、子どもたちを助ける準備を、子ども
と一緒にしてください」と力強く語り、参加者は聞き
入っていました。

　国指定の重要無形民俗文化財「鳥羽の火祭り」が２
月１１日、鳥羽神明社で行われました。昼間は寒空の下、
神男２人と奉仕者が海へ入り身を清めるみそぎが行わ
れました。夜には「ネコ」と呼ばれる奉仕者が福地と
乾地の２地区に分かれ、巨大な松

たい

明
まつ

「すずみ」から神
木と十二縄を競って取り出す神事が営まれました。勢
いよく燃え盛る炎の中に次々と飛び込んでいくネコた
ちの勇姿に、境内いっぱいに集まった約９,０００人の観
客から歓声やどよめきが起こっていました。

２月２７日、歴史公園の旧近衛邸で西尾幼稚園の卒園
茶会が行われました。参加したのはこの春卒園を迎え
る年長児とその家族。西尾幼稚園では、日頃から作法
を学び、抹茶の産地・西尾ならではの文化に親しんで
います。この日のために何度も練習を重ねてきた園児
たちは、緊張した面持ちで抹茶や茶菓子を丁寧に運び、
「お抹茶をどうぞ」と感謝の気持ちを込めてもてなし
ました。子どもたちの成長した姿を見た人の顔からは
笑みがこぼれ、「苦いけど、おいしいね」などと会話を
楽しみながら、一服していました。
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